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寒さに強いユズ
香りと酸味が魅力のユズ。

ビタミンCはレモンやミカン
の 3倍もある。常緑樹で冬の

寒さに強い。冬至に入るユズ
湯は、血液の循環が良くなり

温まる。果汁を肌につけると

ひびやしもやけに効果があ

る。

-R・:・
:
今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
た

「子
ど
も
会
文
化
活
動
発
表
会
」
が
、
十
二
月
十
:
・
*

*
:
・
日
(
土
)
と
十
一
日
(
日
)
の
一一
日
間
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
・
:
*

-R・:
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
を
通
し
て
子
供
た
ち
が
他
地
域
の
子
供
た
ち
と
交
流
・
交
歓
を
:
・
脅

*
・:
し
て
、
友
好
を
深
め
る
と
同
時
に
、
子
供
会
活
動
の
育
成
を
図
ろ
う
と
行
っ
て
い
る
・:
*

食:・
も
の
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

:
:
:
:
:
j
i
-
-:
:
:
・:
*

子
ど
も
会
文
化
活
動
発
表
会

は
、
発
表
の
部
と
展
示
の
部
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
発
表
の
部

は
、
十
二
月
十

一
日
(
日
)
中

央
公
民
館
ホ
1
ル
で
午
後
零
時

三
十
分
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
展

示
の
部
は
、
十
二
月
十
一
日

(
土
)
午
前
十
時
か
ら
十
二
日

(
日
)
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
聞
か
れ
ま
す
。

現
在
、
単
位
子
供
会
は
二
百

七
あ
り
ま
す
が
、
今
回
参
加
し

て
い
る
子
供
会
は
、
発
表
の
部

が
十
団
体
、
展
示
の
部
が
三
十

九
団
体
で
す
。

ダ
ン
ス
や
器
楽
演
奏

発
表
の
部
は
、
日
ご
ろ
子
供

会
活
動
で
行
っ
て
い
る
音
楽
や

ダ
ン
ス
、
寸
劇
、
郷
土
芸
能
な

ど
を
披
露
す
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
番
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ん

で
、
人
形
劇
「
大
き
な
栗
の
木

の
下
で
」
を
演
じ
ま
す
。
内
容

は
、
い
じ
め
ら
れ
つ
子
が
大
き

午後 1時~
ジュニアリ ーダー
縄すみれ子供会
桃浜子供会
立野町子供会
金 田 子供 会
山下子供 会連 合 会
夕 陽 ケ 丘 子 供会
河内子供会
上平塚子供会
設因 子 供 会

-演技発表 12月刊日〈日〉
人形劇 大きな築の木の下で
器楽合奏 ちょうどいいのがNo.1ほか
ダンス ア ・ブラ ・カタ ・ブラ
コーラス とんでいったバナナほか
ダンス 赤ぬのトナカイほか
コーラス 君をのせて、きよしこの夜
コーラス クリスマスソングメドレー
器楽合奏サパイパルダンスほか
郷土芸能変打ち唄と盆踊り
郷土芸能盟国ばやし

な
栗
の
木
を
一
生
懸
命
登
る
こ

と
に
よ
り
、
い
じ
め
っ
子
と
仲

良
し
に
な
る
と
い
う
お
話
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
百
人
の
仲

間
の
う
ち
、
十
人
が
出
演
し
ま

す。
二
番
目
の
纏
す
み
れ
子
供
会

は
、
ピ
ア
ノ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
器
楽
合
奏

で
、
二
十
六
人
が
出
場
し
ま
す
。

十
月
か
ら
毎
週
土
眼
目
に
練
習

し
て
お
り
、
曲
目
も
み
ん
な
が

で
き
る
よ
う

「ド
レ
ミ
の
歌
」

と
「
ち
ょ
う
ど
い
い
の
が
ぬ
1
」

を
選
ん
で
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
る

の
は
、
桃
浜
子
供
会
と
金
因

子
供
会
で
す
。
桃
浜
子
供
会

は
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
踊
れ
る
よ
う
に
と
運
動

会
や
地
区
レ
ク
で
踊
っ
た
ダ
ン

ス
「
ア
・
ブ
ラ
・
カ
ダ
・
ブ
ラ
」

を
披
露
し
ま
す
。
今
回
は
ス
テ

ー
ジ
な
の
で
、
衣
装
も
ア
ラ
ビ

ア
人
の
ス
タ
イ
ル
で
登
場
し
ま

す
。
金
因
子
供
会
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
を
選
び
、

手
作
り
の
か
わ
い
い
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
で
登
場
し
ま
す
。
出
演
は

幼
稚
園
か
ら
六
年
生
ま
で
で
、

毎
週
木
曜
日
の
夕
方
、
低
学
年

と
高
学
年
に
分
け
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
振
り
付
け
と
指
導
を

プ
ロ
の
先
生
に
お
願
い
す
る
な

ど
、
本
格
的
な
ダ
ン
ス
で
す
。

コ
ー
ラ
ス
も

コ
ー
ラ
ス
は
、
立
野
町
子
供

会
と
山
下
子
供
会
連
合
会
、
夕

陽
ケ
丘
子
供
会
の
み
な
さ
ん
で

す
。
初
出
場
の
立
野
町
子
供
会

は
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
歌
え

れ
ば
よ
い
と
、
子
供
た
ち
が
選

ん
だ
曲

「大
き
な
古
時
計
」
と

「飛
ん
で
い
っ
た
バ
ナ
ナ
」
の

ニ
曲
を
歌
い
ま
す
。
山
下
子
供

会
連
合
会
は
、
今
ま
で
山
下
地

区
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
、
山

下
小
学
校
で
開
催
し
て
い
た
も

の
を
取
り
や
め
て
、
今
回
初
め

て
参
加
す
る
そ
う
で
す
。
曲
目

は
、
子
供
た
ち
の
意
見
で
ク
リ

ス
マ
ス
の
曲
を
選
ぴ
、
毎
週
土

曜
日
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
歌

は
も
う

一
歩
だ
そ
う
で
す
。
夕

陽
ケ
丘
子
供
会
は
四
年
連
続
出

潰
し
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
組
で

す
。
曲
目
も
五
曲
肢
露
し
ま
す
。

河
内
子
供
会
は
、
器
楽
合

奏
と
創
作
ダ
ン
ス
で
す
。
合
奏

曲
は
、

=一
年
生
の
音
楽
時
間
で

習
う
「
ミ
ッ
キ
1
マ
ウ
ス
」
で

楽
し
く
演
察
し
ま
す
。
ま
た
、

育
成
会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
創

作
し
た
、
身
体
を
横
と
前
後
に

動
か
し
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
と
っ

て
踊
る

「
サ
パ
イ
パ
ル
ダ
ン

ス
」
を
披
露
し
ま
す
。

郷
土
麦
打
ち
唄

や
隻
田
ば
や
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
披
露

す
る
郷
土
芸
能
は
、
上
平
塚
子

供
会
の

「麦
打
ち
唄
」
と
豊
田

子
供
会
に
よ
る
「
豊
田
ば
や
し
」

で
す
。
麦
打
ち
唄
は
、
保
存
会

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

高
学
年
の
男
子
が
く
る
り
(
麦

を
打
つ
棒
)
を
打
ち
な
が
ら
、

低
学
年
の
子
供
た
ち
と
歌
い
ま

す
。
後
半
は
、
高
学
年
の
女
子

が
浴
衣
を
着
て
麦
打
ち
唄
の
盆

踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
も
実
物
の
く
る
り
を
使
う
た

め、

E
と
マ
ッ
ト
を
持
参
し

て
、
実
感
を
出
す
そ
う
で
す
。

た
だ
、
テ
ン
ポ
の
遅
い
曲
だ
っ

た
の
で
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
大
変
難
し
い
曲
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
反
対
に
、
保
存
会
の
み

な
さ
ん
に
は
、
後
継
者
不
足
だ

っ
た
の
で
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

豊
田
子
供
会
の
盟
国
ば
や
し

は
、
保
存
会
の
み
な
さ
ん
か
ら

一
年
開
通
し
て
指
導
さ
れ
て
お

り
、
本
格
的
な
パ
チ
さ
ば
き
を

披
露
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

壁
新
聞
や
活
動

写
真
の
展
示
を

展
示
の
部
は
、
一
ニ
十
九
子
供

会
が
申
し
込
ん
で
お
り
、
壁
新

聞
や
工
作
、
子
供
新
問
、
写
真

な
ど
、
日
ご
ろ
の
子
供
会
活
動

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
耳
休
み
の
活
動
の
様

子
を
壁
新
聞
や
写
真
で
紹
介
し

た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
1
マ

に
し
た
張
り
絵
、
紙
版
画
、
卵

の
殻
の
モ
ザ
イ
ク
、
陶
芸
教
室

の
作
品
、
わ
ら
じ
の
展
示
な
ど

多
彩
で
す
。

・
問
い
合
わ
せ
青
少
年
課

(
内
線
七
六
ニ
)
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(2) 平成6年寸 2月 1日広報ひらつか

竹月13目、総合公園平塚のは

らっIe!で石井艶信さん〈ベルマ

ーー レ平塚〉の指導 で ち ひ.つ子サ

ッ 力 一 教 室 ガ 行 われまし定。

平
成
六
年
度
平
塚
市
技
能
者

表
彰
式
が
、
十
一
月
十
回
、
勤

労
会
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
伝
統
的
な
手

仕
事
を
守
り
続
げ
な
が
ら
、
そ

の
道
一
筋
に
励
ま
れ
る
な
か

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
を
通
じ

て
、
後
進
の
育
成
や
そ
の
職
種

の
向
上
に
も
尽
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
も

ちびっ子サッカー写真トビ少クス

第 540号

代表で謝 辞 を 述べ る受賞者

の
で
、
今
年
は
六
十
歳
以
上
の

方
で
三
十
年
以
上
同
じ
仕
事
を

続
け
な
が
ら
、
模
範
的
、
指
導

的
立
場
に
い
ら
れ
る
技
能
功
労

者
二
十
九
人
と
三
十
歳
以
上
の

方
で
十
五
年
以
上
閉
じ
仕
事
を

続
廿
て
い
ら
れ
る
優
秀
技
能
者

五
十
五
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
な

お
、
表
彰
さ
れ
た
技
能
者
は
次

の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

〔
技
能
功
労
者
】

造
園
師
木
村
文
雄
、
板
金

工
手
塚
昭
三
、
建
具
職
鹿

瀬
久
次
郎

・
島
津
昭
、
製
菓
衛

生
師
鈴
木
端
太
郎
、
大
工
職

杉
山
春
夫

・
加
藤
柴

・
小
川
小

一
・
渡
遁
輝
明

・
小
宮
英
夫

・

岡
本
光
司
・
大
塚
勝
・
瀬
野
粂

吉
・
松
本
光
男
、
左
官
職
石

ー判h

井
蹄
雄
、
配
管
工
野
島
和
夫
、

口
職
相
原
法
之
、
印
章
彫
刻

土
岡
戸
靖
夫
、
理
容
師
県

津
信
春
・
鹿
石
勇
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
師
小
企
栄
次
、
調
理
師

三
留
力
・本
田
直
・曽
根
信
安
、

洋
服
仕
立
師
益
田
弘
、
自
転

車
組
立
整
備
士
井
津
久
夫
・

腕
瀬
躍
、
電
気
工
事
土
尾
上

粥

一
、
飲
食
業

山
口
幸
雄

〔
優
秀
技
能
者
】

造
園
師
谷
藤
満
男
、
板
金

工
児
玉
孝
司
、
建
具
職
平

野
哲
男
、
印
刷
工
近
藤
時
三
、

製
菓
衛
生
師
安
藤
哲
雄

・
川

口
邦
弘

・
武
田
茂
雄
、
豆
腐
製

造
職
肥
沼
功
、
大
工
職
黒

沼
和
男
・
嶋
津
柴
治

・
露
木
勝

博
・

昼
前
提
・
植
木
正
昭
・
勝

見
則
雄
・
井
上
澄
夫
・
佐
藤
秀

雄

・
石
井
稔

・
北
村
安
男

・
加

藤
宮
造
、
瓦
屋
椴
ふ
き
職
松

浦
章
、
左
官
職
鈴
木
忠
男
、

と
び
職
山
田
仁
、
配
管
工

糟
谷
勝
彦

・
溢
谷
慢
暗
、
印
章

彫
刻
士
古
尾
谷
勝
、
調
理
師

田
中
日
出
夫

・
大
川
監
・
橋
爪

隆
・
林
陥
三

・
田
中
正
賞
・
山

梨
千
春

・
石
橋
長
子
・仲
田
武
・

郡
司
満
、
洋
裁
師
高
松
良
雄
・

竹
本
敏
子
、
自
転
車
組
立
整
備

士

角

田
初
雄
・
猪
俣
紀
良
、

電
気
工
事
土
井
上
勉

・
岩
田

健

一
郎

・
柴
田
高
治
朗
・
伊
藤

政
彦
・皆
川
友
治
・
腎
藤
泰
一
、

電
子
修
理
技
術
士
官
俣
英

雄

・
飯
野
和
正
、
め
ん
類
製
造

工

高

山
ス
ミ
子

・
内
由
美
智

子
、
歯
科
技
工
士
井
上
仁
志
、

飲
食
業
星
野
正

・
三
津
登

・

浅
倉
今
朝
文

・
土
屋
保
之
、
鉄

工
職
柳
川
良
一

・
古
宮
照
夫

「ボールガひとつあれば0"

友達の輔が広がるj

• 記;--
納
税
ポ
ス
タ
ー

の
入
賞
者
で
す

納
税
を
理
解
し
、
ポ
ス
タ
ー

に
よ
り
納
期
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
、
納
税
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
。
応
募
百

楽
し
い
ク
リ
ス

子
供
た
ち
を
対
象
に
サ
ン
タ

と
楽
し
く
過
ご
す
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
聞
く
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
時
ロ
月
口
口
(
土
)
午

後
2
時
却
分
5
午
後
5
時

マ
会
場
背
少
年
会
館
集
会
室

マ
対
袋
小
学
6
年
生
ま
で
の

子
供
印
人

(
先
着
順
)

希
望
者
は
、
青
少
年
会
館

(
包
括
ロ

l
七
O
ニ
九
)
へ
電

話
か
直
接
申
し
込
み
を
。

H 

公
共
道
路
用
地

非
課
税
と
な
る

所
有
し
て
い
る
土
地
の
一
部

が
、
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用

12月の移動図書館の日程

13 : 00~13 : 30 

13 : 40~14 : 30 

15: 00へ-16: 00 

13 : 30~14 : 30 

15 : 00~16 : 00 

13 : 00~14 : 00 
14 : 30~15 : 20 

15 : 30~16 : 00 

15 : 00~16 : 00 

13 : 30~14 : 30 

15 : OO~16 : 00 

13 : 00~14 : 00 

15 : 00~16 : 00 

13 : 00~13 : 50 

14 : 10~14 : 40 

15 : 10~16 : 10 

15 : 00~16 : 00 

1日 15日

1日 15日

1日 15日

2臼 16日

2日 16日

6日 20日

6日 20日

6日 20日

7日 21日

8日 22日

8日 22日

9日

9円

13日 27日

13日 27日

13口 27日

14臼

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄 心 寺

金田公民館

土屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

ふじみ野商庖街

旭陵中学校

浴小学校

海 宝 寺

盟国公民館

松が丘公民館

六
点
(敬
称
略
)

優
秀
賞
川
端
崇
陽
(
港

年
)賞

土
屋
亜
矢
子
(
金

年
)
、
伊
藤
良
(
八
幡
小

九
十

マ
最

小
2

マ
優
秀

目
小
5

1
年
)

マ
優
良

小
3
年

年
)
、
鎌

相
原
謹

勝
早
織

添
将
径

綾
乃

立

天

田

健

一
郎
(
港

)
、
鎌
倉
萌
(
花
水
小
1

倉
彩
(
花
水
小
5
年)、

雨
(
花
氷
小
6
年
)
、
佐

一
(
寓
士
見
小
4
年)、
山

F

(

八
幡
小
3
年
)
、
種
目

(
八
幡
小
5
年
)

マ
ス
会

て
い
る
方
は
、
そ
の
道
路

を
分
筆
し
登
記
が
完
了
し

に
、
資
産
税
課
土
地
係

出
を
。
届
け
出
の
あ
つ

は
、
公
共
の
道
路
と
し

が
あ
る
土
地
に
限
り
、

か
ら
非
部
税
扱
い
と
す

し
く
は
資
産
税
課
土
地

線
二
八
八
)
へ
。

さ
れ

部
分

た
と
き

に
届
貯

た
土
地

て
要
件

翌
年
度

る
。
詳

係
(
内壊家

屋
を
取
り

し
た
と
き

屋
(
物
置
、
車
庫
な
ど
を

)
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

資
産
税
課
家
屋
係
に
連
絡

.
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

肌
き
聞
定
資
産
税
が
課
税

引 を必含
き手ずむ家

さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
詳
し
く

は
、
資
産
税
課
家
屋
係
(
内
線

二
八
七
)
へ
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階

(包
括
討

|
一
一
一
一
一
)

{グ
ワ
・
チ
ョ
キ
・
パ

1
第
3

田
舎
道
展
〕
ロ
月
4
B
(
日
)

ま
で{第

お
因
子
ど
も
会
文
化
活
動

発
表
会
}ロ
月
刊
日
(
土

)
1日

日
(
日
)

{五
領
ケ
台
高
校
第
2
回
美
術

展
】
ロ
月
M
日
(
水
)
1
M
日

(
臼
)

{第
6
回
神
奈
川
大
学
平
塚
キ

ャ
ン
パ
ス
写
真
部
学
外
展
】
ロ

月
初
日
(
火

)
3お
臼
(
日
)

官
一弘

(
電
話
お
|
六
三
ニ
九
)

{
ユ
ニ
セ
フ
ア
フ
リ
カ
写
其
展
}

ロ
月
1
日
(
木
)
1
6
日
(
火
)

{手
あ
み
か
創
。
作
品
展
}
ロ

月
8
日
(
木
)
S
U
日
(
火
)

{平
塚
美
術
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

展
}
ロ
月
日
日
(
木

)
3初
日

(
火
)

{鶴
姦
智
宝
会
書
道
展
}
ロ
月

泣
日
(
木
)
1幻
日
(
火
)

覧llJOO花巻忽〉駒註ど観光展第42[9]新年女性のつどい講演会

12月 17 日 (土)~20 日ω
午 前10時~午後 7時

(最終日は午後 6時まで)

駅ビルラス力 6階

【物産】 民主主品、陶磁暑号、漆器、淡物、酒、
りんご等、笑演販売(こけし、花巻人形、
花巻傘、忍び駒)
【特別企画】 ふるさとの味 コーナー(お
しるこの試食)、宮沢賢治生誕100年 PR
コーナー
【観光】 ポスターの展示と パ ン フ レ ッ
トの配布
※第10回記念として、毎日先着250人に
花巻の特産品をプレゼント
・問い合わせ 交流親善課(内線597)

間

場

期

..o.. 
:M 

あなたにとって家族とは

1月21日(土)

午後 l時30分~

中央公民館ホール

見城美枝子さん

。 申し込み往 復はがきに住所、氏名、年
齢、匂話番号を記入し、「〒254平縁市宝

町 3- 1 (MNピJレ10階)女性行政推進
室Jへお申し込み否。ただし、先者700人
まで。なお、一時保管を希望される方
は、お子様の氏名、年齢、性別の記入を。

女性行政推進室 電 話21-7500

時

場

良市

-問い合わせ

日

.，o.、
コロE

講

〈プロフィーlレ〉見城美枝子
E事相官回大をさ拝紫し、 TBSにアナワンザーと
して入社。のちフリーになり、 JNN系テレ
ビ泌外取物需産且を担当、 50か闘を肪問.
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3
み
ず
ほ
小
学
校
前
(
5
J
M
)

・
第
4
区

み
ず
ほ
小
学
校
前

5
吉
沢
小
学
校
前

(
7
J
M
)

・
第

5
区

吉
田
沢
小
学
校
前

1
山
城
中
学
校
校
庭

(
5
・
9

マ
チ
l
ム
編
成
監
督
1
人、

選
手
5
人
、
補
欠
2
人

マ
参
加
資
格

.
日
月
1
日
以
前
か
ら
出
場
地

区
に
お
住
ま
い
の
高
校
生
以
上

の
方

-
チ
1
ム
編
成
は
、
各
地
区
体

育
振
興
会
単
位
で
1
チ
l
ム

・
同
一
高
校
3
人
、
同

一
大
学

2
人
、
同

一
事
業
所
3
人
ま
で

マ
参
加
料
無
料

マ
申
込
期
限
ロ
月
幻
自
(
水
)

マ
監
督
会
議
ロ
月
初
日
(
月
)

午
後
7
時

i
、
平
塚
球
場
会
議

室

(4) 平成6年 12月 1日広報ひらつか

立
ち
こ
め
る
冷
た
い
空
気
の

中
で
一
本
の
た
す
き
が
ド
ラ
マ

を
つ
く
る
ー
ー
ム
寸
年
も
市
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ

は
体
育
槻
へ
。

マ
日
時

1
月
8
日
(
日
)

午
前
8
時
叩
分
出
発

マ
コ

1
ス

全
長
引
・

9
J
M

-
第
1
区
平
塚
競
技
場

1
城

島
小
学
校
前

(
6
・
6
J
M
)

・
第
2
区
域
島
小
学
校
前

3

大
住
中
学
校
前
(
7
・
4
J
M
)

・
第

3
区

大

住

中

学

校

前

⑪

@
ロ月

平塚競技場

第 540望号

。 主な大会

・4日14時 30分 日本女子サッカー リ

ーグ(フジタ天 台 FCマーキュリ

ー×シロキ FCセレーナ、有料)

・11口14時第73因究阜杯全日本サツ

カー選手権(有料)

-23日12時、 14時 Jリーグユース選

手権(懲決勝、有料)

-24日13時 30分 Jリーグユース選

手権(快勝、有料)

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
体
搬
は
、
運
動

不
足
な
ど
に
よ
る
筋
肉
の
衰
え

や
ス
ト
レ
ス
を
、

体
を
ほ
ぐ
す

こ
と
に
よ
り
、
回
復
す
る
効
果

が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

第
三
回
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室

を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
と
参
加
を
。

マ
日
程

1
月
M
日
1
3月
M

日
の
毎
週
火
曜
日
、
全
8
回

マ
時
間
午
後
1
時

1
2時

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
的
歳

iω
歳
ま

で
の
女
性

マ

定

員

印
人

(抽
選
)

マ
申
込
方
法
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
に
あ
る
申
込
密
に
印
円
切

手
を
添
え
て
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
へ
申
し
込
む

マ
申
込
期
限

ロ
月
日
日
(
木
)

マ
参
加
料
三
千
円

少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン

毎
年
、
本
大
会
の
前
に
二
回

行
わ
れ
て
き
た
月
例
大
会
が
無

く
な
り
、
第

一
回
大
会
、
第
二

回
大
会
(
本
大
会
)
と
し
て
行

わ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
程

-
第
一
回
大
会

1
月
却
日
(
白
)

-
第
二
回
大
会
(
本
大
会
)

3
月
ロ
日
(
臼
)

マ
時
間
午
前
9
時
開
会

総合体育館 a 

12 
月

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
校
5
年
生

1
中
学
校

3
年
生
で
保
護
者
の
承
諾
を
得

た
方

マ
競
技
方
法

av小
学
生
の
部

.
男
子
二
千
討

・
女
子
一
千

M

.
中
学
生
の
部

.
男
子
三
千

M

-
女
子
ニ
千
れ

マ
申
込
方
法
体
育
課
に
あ
る

参
加
申
込
曾
で
直
接
体
育
課
へ

申
し
込
む
(
保
護
者
の
承
諾
印

の
な
い
場
合
は
無
効
)

マ
申
込
期
限

.
第
一
回
大
会

ロ
月
凶
日

(
金
)

-
第
二
回
大
会
(
本
大
会
)

2
月
刊
日
(
金
)

マ
参
加
料

無
来十

-
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

@
体
育
課
一

Tm平
塚
市
大
原

1
1
1
、
平
塚
球
場
内
(
電
話

但

l
一ニ
O
六

O
)

。
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
接
興
財
団

一T
加
平
塚
市
大
原
1
1
1
、
平

塚
球
場
内
(
電
話
お

l
O
一
O

一一)ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
十
八
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
な
わ
れ

る
。
申
し
込
み
は
、
当
日
直
接

会
場
で
受
貯
付
け
す
る
。

マ
日
時
ロ
月
日
日
(
日
)

午
後
6
時
1
8
時

マ
会
場
パ
ー
ル
レ
I
ン

マ
参
加
料

二
千
三
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課

ス
キ
l
講
習
会
の
募
集

本
格
的
な
ス
キ
1
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
教
育
委
員
会
で
は
、
市

民
ス
キ
l
講
習
会
の
参
加
者
を

募
集
す
る
。
申
し
込
み
は
参
加

貨
を
添
え
て
直
接
体
育
課
へ
。

マ
日
程

2
月
口
日
(
金
)

5
初
日
(
月
)

マ
会
場
長
野
県
五
竜
と
お
み

ス
キ
1
場

マ
集
合
日
時
と
場
所

2
月
口

日
午
後
8
時
却
分
、
見
附
台
体

育
館
前

マ
参
加
資
格

市
内
に
お
住
ま

。 主な大会 (9時開始〉

-4白 神祭川県小学生点球大会

-11日 第 11回平 塚バスケットボール

フェスティパル

やまゆり杯室長庭婦人バレーボ

ール平塚地区決勝大会

※問 い合 わせは、総合公園管理

事務所(電話35-2233)へ。

-18日

ぃ
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
四
歳
以
上
の
方
(
高
校
生

は
除
く
)

マ
定
員

刊
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
受
付
ロ
月
日
日
(
火
)

何
か
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
・
.. 

最
近
、
「
以
前
訪
問
販
売
で
購

入
し
た
商
品
を
点
検
す
る
」
と

突
然
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

い
つ
の
ま
に
か
新
し
い
商
品
を

契
約
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
一

度
訪
問
販
売
で
商
品
を
購
入
す

マ
参
加
費
三
万
八
千
円
(
交

通
費
、
宿
泊
費
、
講
明
日
費
、
保

険
費
を
含
む
)

湯
煙
の
町
を
歩
く

平
塚
あ
る
く
会
で
は
十
二
月

の
例
会
を
行
う
。
今
回
は
、
い

で
湯
の
町
湯
河
原
の
高
原
を
歩

く
。
歩
行
距
離
約
十
キ
ロ
針
。

マ
期
日

ロ
月
日
日
(
日
)
、

降
水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
は

四
日
(
日
)
、
以
後
は
中
止

マ
集
合
平
爆
駅
北
口
改
札
付

• 
・・1
・1

・

1

・1

・・a
-

・4
l

l

・

-

-

-

--.1十.'
.. 目
i.川

.

.

 }
 

守
・4

・h
・・・・・・・

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ

け
て
電
話
な
ど
が
か
か
っ
て
く

る
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注
意

を。
「何
か
お
か
し
い
」
と
思
っ

た
ら
、
市
民
相
談
室
(
内
線
二

九
三
)
ま
た
は
、
平
塚
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
(
紅
谷
町
十
四
l

二
十一

T
マ
リ
ン
塑
慎
』
ル
電

話
n
l四
O
九
五
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

大
会
の
結
果

.
第
引
回
市
内
実
業
団
対
抗
体

育
大
会

-
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
準
優
勝
横
浜

ゴ
ム-

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
市

役
所
、
準
優
勝

三
菱
樹
脂

生活関連物資価格調査表
消費生活モニター30人による11月分の平均価格

品 自 規 絡 小売 l苫 スーパー

合成洗剤 1. 5kg (無リン) 621円 688円

サラダ池 1 kg(ポリ入) 434円 449円

し ょうゆ 1 .e， (パック) 283円 278円

トイレット
65m (12個) 437円 392円

ペ ーパー

豚 肉 100 g (モモ肉) 145円 135円
鶏 t1s M10f園(パック) 176円 164円

さ け 100 g (切り身) 173円 188円
じゃがいも 1 kg(男 爵) 196円 212円

ほ うれん1f. 1把 145円 185円

み そ 1 kg(赤みそ袋入〉 341円 355円

砂 踊 1 kg(よ 白鞘) 237円 228円

食パ ン 1斤 170円 155円

n 油 18.e， (配途) 925円

ガソリン 1 .e， (現金) 118円

〉臨時む4う-:JtJ¥覧tL⑧)どし億宵飽@)[lfIJ叡圏

指揮松井真之
管弦楽平塚フィルハーモニー管弦楽団

ソプラノ 岩崎由紀子、アルト 大藤俗

子、テノール松浦値、パス工藤博市民センター電話32-2235

鑑賞者を募集

12月11日(日)
午後2時間演

市民センター

-入場料 1000円(全席自由席)

・前兜券市民センタ一、ヤンレ

イレコード(ラスカ 5F)、稲

元底楽器底、サクラ密I苫コミ

ック館、花水轡1苫

-問い合わせ

。見附台体育館 (勉話31-3057)

・開放種目 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、ソフトテニス(-16時)、バレー(-16時}

• 12月5日(月)午後1時""'8時

• 12月19日(月) // 

。金田公民館体育館 (旬結31-2136)

0金目公民館体育館 (電穏58-0101)

0神田公民館体育館 {旬結55-0239)

0旭南公民館体育館 (電話31-2255)

-開放種目 バレー (9時-13時)、パドミン

トン、卓球(13時-16時)、バスケット(16
時 -20時〉

• 12月5日(月)午前9時~午後8時
・12月19日 ( 月 ) グ

各積目ともラケット、シャトル、ポー

ルと、上ぱき用運動ぐつの持参を。
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